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人の移動

１
　
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
人
の
移
動
の
高
ま
り

　

ま
ず
注
目
し
て
ほ
し
い
の
は
、
二
十
一
世
紀
を
迎
え
て
、

人
の
移
動
（m

igration

）
が
、
先
進
各
国
で
、
政
治
・
経

済
や
社
会
構
造
を
、
大
き
く
揺
る
が
す
よ
う
に
な
っ
て
い

る
こ
と
で
あ
る 

。

　

一
九
九
〇
年
代
に
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

（globalization

）
は
、
人
口
の
多
様
性
（diversity

）
を

着
実
に
高
め
て
い
る
。
実
際
、
貿
易
や
直
接
投
資
な
ど
を

通
じ
て
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
進
み
、
総
人

口
に
対
す
る
定
住
外
国
人
人
口
比
率
は
、
先
進
諸
国
で
は

着
実
に
上
昇
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
に
高
ま
っ
た
多
文
化
主

義
（m

ulticulturalism

）
に
対
し
て
は
、
世
界
各
地
で
反

動
（backlash

）
が
起
こ
っ
て
い
る
。
言
語
や
文
化
の
異

な
る
人
々
が
協
力
し
あ
い
な
が
ら
共
存
で
き
る
社
会
が
容

易
に
実
現
で
き
る
と
い
っ
た
楽
観
論
は
、
も
は
や
通
用
し

な
く
な
っ
て
い
る
。

　

だ
か
ら
と
い
っ
て
、移
民
政
策（m

igration policy

）は
、

国
際
的
な
人
の
移
動
の
流
れ
を
抑
制
す
る
方
向
に
む
か
っ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
移
動
す
る
人
々
を
ど

の
よ
う
に
制
御
（m

anage

）
し
、
受
入
国
社
会
に
統
合

（integrate

）
す
る
か
を
重
要
な
目
標
と
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
特
に
欧
州
で
は
、
受
入
国
の
言
語
の
講
習
へ
の

参
加
の
権
利
又
は
義
務
を
規
定
し
、
滞
在
及
び
永
住
の
条

件
と
す
る
動
き
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
る
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
二
〇
一
二
年
の
大
統
領
選
挙
で
、
ヒ

ス
パ
ニ
ッ
ク
系
市
民
の
七
割
が
、
オ
バ
マ
大
統
領
に
投
票

し
た
と
み
ら
れ
る
。
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
市
民
は
、
そ
の
身

近
な
生
活
問
題
に
応
え
よ
う
と
し
た
オ
バ
マ
大
統
領
の
再

選
に
貢
献
し
た
。
し
か
し
、
積
極
的
な
格
差
是
正
策
は
講

じ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
移
民
法
改
正
案
も
、
連
邦
議
会
の
民

主
党
と
共
和
党
の
対
立
で
身
動
き
が
と
れ
な
い
。

　

Ｅ
Ｕ
で
は
、
南
欧
諸
国
の
債
務
危
機
の
影
響
で
高
失
業

率
が
続
い
て
い
る
。
ま
た
、
極
右
勢
力
が
反
移
民
を
掲
げ
、

反
イ
ス
ラ
ム
政
党
が
躍
進
し
て
い
る
。
欧
州
の
価
値
観
と

イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
の
対
立
も
明
ら
か
に
な
り
、
各
国
は

過
激
派
テ
ロ
の
発
生
に
神
経
を
と
が
ら
せ
て
い
る
。
同
時

に
域
内
の
国
境
管
理
が
廃
止
さ
れ
、
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
で
共
通

移
民
政
策
を
推
進
す
る
必
要
性
は
高
ま
っ
て
い
る
。

　

日
本
で
も
、
今
世
紀
に
な
っ
て
、
外
国
人
集
住
都
市
と

呼
ば
れ
る
地
域
を
中
心
に
、
外
国
人
住
民
を
地
域
の
経
済

や
社
会
の
活
力
の
源
と
考
え
、
日
本
語
講
習
や
職
業
訓
練

を
実
施
し
、
第
二
世
代
へ
の
教
育
支
援
を
強
化
す
る
自
治

体
の
動
き
が
進
ん
で
い
る
。

２
　
新
興
国
と
先
進
国
の
関
係
の
変
化

　

次
に
重
要
な
の
は
、
先
進
国
と
途
上
国
の
関
係
が
、
大

き
く
変
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
欧
米
諸
国
が
、
世

界
経
済
危
機
後
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
、
従
来
の

先
進
国
主
導
か
ら
、
次
第
に
新
興
国
主
導
に
転
換
し
つ
つ

あ
る
と
い
う
認
識
が
必
要
で
あ
る
。

　

先
進
諸
国
が
、
現
在
も
人
材
の
受
入
国
で
あ
る
こ
と
は
、

世
界
経
済
危
機
の
後
も
、
基
本
的
に
は
変
わ
り
は
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
先
進
国
か
ら
新
興
国
へ
の
人
材
流
出
が
起
き

や
す
い
構
造
が
生
じ
つ
つ
あ
る
の
だ
。

　

日
本
で
は
、
今
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
、
外
国
人
技
術
者

や
経
営
者
が
、
数
年
滞
在
し
た
後
に
、
新
興
国
な
ど
に
流

出
す
る
傾
向
が
、統
計
的
に
確
認
さ
れ
る（
井
口
二
〇
一
三
）。

　

わ
が
国
に
在
留
す
る
ア
ジ
ア
人
材
の
数
が
維
持
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
の
は
、
中
国
を
中
心
に
、
ア
ジ
ア
諸

国
か
ら
の
留
学
生
の
流
入
が
高
水
準
で
、
卒
業
後
に
三
分

の
一
程
度
が
就
職
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
就

職
し
て
も
三
〜
四
年
で
離
職
し
、
日
本
を
離
れ
る
傾
向
が

み
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
最
近
で
は
、
日
本
人
の
技
術
者
が
中
国
や
韓

国
の
企
業
に
転
職
し
た
り
、
若
年
層
が
、
東
南
ア
ジ
ア
な

ど
に
活
躍
の
場
を
求
め
て
積
極
的
に
移
住
す
る
動
き
も
、

次
第
に
大
き
く
な
っ
て
き
た
。

　

こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
人
材
を
引
き
留
め
る
た
め
に
は
、

先
進
国
と
い
え
ど
も
、
積
極
的
政
策
を
講
じ
て
、
外
国
人

人
材
と
そ
の
家
族
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
国
に
な
る
必
要
が

あ
る
。
ま
た
、
日
本
の
技
術
者
の
新
興
国
へ
の
流
出
が
続

け
ば
、
技
術
漏
洩
と
日
本
企
業
の
国
際
競
争
力
へ
の
悪
影

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と 

人
の
移
動
を
め
ぐ
る
挑
戦

井
口
　
泰
　
教
授
（
労
働
経
済
学
）
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響
も
深
刻
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

３
　
少
子
化
と
労
働
需
給
ミ
ス
マ
ッ
チ

　

こ
れ
に
加
え
、
ア
ジ
ア
で
急
速
に
進
展
す
る
少
子
化
と

労
働
市
場
の
変
化
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
合
計
特
殊

出
生
率
が
、
長
期
的
な
人
口
水
準
を
維
持
で
き
る
二
・
〇
七

を
下
回
る
「
超
少
子
化
」
が
、
経
済
発
展
と
と
も
に
、
大

都
市
部
を
中
心
に
広
が
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

少
子
化
は
、
人
口
動
態
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
み
な
ら
ず
、

子
ど
も
一
人
当
た
り
の
人
的
資
本
投
資
の
増
加
を
伴
う
。

こ
う
し
て
、
ア
ジ
ア
域
内
で
も
大
学
教
育
は
急
速
に
拡
大

し
て
い
る
が
、
そ
の
質
的
な
保
証
は
必
ず
し
も
十
分
で
な

い
。
卒
業
し
て
も
就
職
に
つ
な
が
ら
な
い
な
か
で
、
先
進

国
へ
の
留
学
に
活
路
を
見
出
す
傾
向
は
、
む
し
ろ
強
ま
っ

て
い
る
。

　

現
時
点
で
は
、
ア
ジ
ア
諸
国
に
帰
還
す
る
人
材
の
数
は
、

先
進
国
が
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
受
け
入
れ
る
留
学
生
数
を
上

回
る
ほ
ど
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
中
国
で
は
、
帰
国
す
る

留
学
生
は
着
実
に
増
加
し
て
い
る
が
、現
時
点
で
は
、ま
だ
、

出
国
す
る
留
学
生
の
方
が
依
然
と
し
て
多
い
。

　

若
年
層
の
高
学
歴
化
は
、
国
内
で
「
ミ
ド
ル
・
ス
キ
ル
」

職
種
と
の
需
給
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
拡
大
さ
せ
る
と
い
う
問
題

を
起
こ
し
て
い
る
。
日
本
で
も
、
こ
れ
は
、
高
卒
後
、
二

〜
三
年
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
要
す
る
職
業
分
野
（
自
動
車

整
備
士
、
情
報
処
理
技
術
者
、
電
気
工
、
保
育
士
な
ど
）

に
若
者
が
就
労
せ
ず
、
大
学
進
学
す
る
こ
と
で
、
次
第
に

問
題
は
深
刻
化
し
て
い
る
（
井
口
二
〇
一
三
）。

　

少
子
化
の
速
度
が
国
よ
っ
て
か
な
り
異
な
る
な
か
で
、

ア
ジ
ア
域
内
で
は
、
こ
う
し
た
労
働
市
場
の
需
給
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
を
埋
め
る
た
め
、
労
働
力
移
動
の
ニ
ー
ズ
は
、
一

層
高
ま
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

た
だ
し
、
ア
ジ
ア
域
内
の
地
域
間
の
経
済
格
差
は
依
然

と
し
て
非
常
に
大
き
く
、
労
働
者
の
国
際
移
動
に
介
入
し

て
利
益
を
上
げ
よ
う
と
す
る
ブ
ロ
ー
カ
ー
が
活
発
で
あ
る
。

人
身
売
買
を
含
め
た
人
権
侵
害
が
発
生
し
や
す
い
こ
と
に

警
戒
が
必
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
低
技
能
労
働

者
受
け
入
れ
に
つ
い
て「
ロ
ー
テ
ン
シ
ョ
ン
」方
式
を
と
り
、

自
国
人
労
働
者
の
雇
用
を
優
先
し
、
労
働
市
場
の
需
給
ミ

ス
マ
ッ
チ
を
緩
和
す
る
試
み
が
、
ア
ジ
ア
各
国
で
も
進
め

ら
れ
つ
つ
あ
る
。

４
　 

経
済
学
の
理
論
と
現
実
：
新
た
な
外
国
人
政
策
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ

　

現
在
、
交
渉
が
進
め
ら
れ
て
い
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
）
や
、
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
（
地
域
包
括

的
経
済
連
携
協
定
）又
は
日
中
韓
Ｆ
Ｔ
Ａ（
自
由
貿
易
協
定
）

な
ど
の
経
済
統
合
は
、
生
産
要
素
の
自
由
移
動
を
想
定
し

て
い
な
い
。
理
論
的
に
は
、
労
働
力
な
ど
生
産
要
素
の
自

由
移
動
を
想
定
す
る
の
は
、「
共
同
市
場
」
以
上
の
場
合
で

あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
経
済
連
携
協
定
や
自
由
貿
易

協
定
に
お
い
て
、
国
際
的
な
人
の
移
動
が
現
実
に
意
味
を

も
た
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
実
証
研
究
か
ら
、

観
光
客
、
商
用
者
、
留
学
生
、
技
術
者
、
専
門
家
、
経
営

者
な
ど
の
多
様
な
人
材
移
動
は
、
二
国
間
又
は
多
国
間
で

効
果
的
な
経
済
統
合
を
実
現
す
る
う
え
で
重
要
な
条
件
で

あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
わ
が
国
の
経
済
学
者
は
、
低
技
能
の
外
国

人
労
働
者
の
受
入
れ
に
つ
い
て
は
、
自
国
人
労
働
者
の
雇

用
、
賃
金
や
労
働
条
件
に
悪
影
響
が
出
る
こ
と
を
強
調
し

す
ぎ
る
傾
向
が
あ
る
。
同
時
に
、
高
度
人
材
と
い
わ
れ
る

外
国
人
に
つ
い
て
は
、
受
け
入
れ
る
だ
け
で
、
生
産
性
や

競
争
力
に
プ
ラ
ス
の
影
響
が
あ
る
か
の
よ
う
に
主
張
す
る

傾
向
が
あ
る
。

　

現
実
に
は
、
日
本
の
地
方
都
市
の
労
働
市
場
で
は
、
需

給
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
拡
大
し
て
、
地
場
産
業
で
就
労
す
る
日

本
人
が
減
少
し
、地
域
経
済
の
衰
退
を
招
い
て
い
る
。ま
た
、

高
度
人
材
を
活
か
す
た
め
に
は
、
国
際
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
の
増
加
や
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
な
ど
に
よ
る

資
本
調
達
や
技
術
の
商
品
化
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
必
要
な
の
で

あ
る
。

　

途
上
国
か
ら
先
進
国
へ
の
人
材
移
動
に
つ
い
て
は
、
従

来
、
先
進
国
に
プ
ラ
ス
の
経
済
効
果
が
生
じ
る
と
考
え
ら

れ
て
き
た
。
し
か
し
、
成
長
す
る
新
興
国
と
停
滞
す
る
先

進
国
の
間
で
、
人
材
移
動
の
流
れ
が
逆
転
す
る
可
能
性
が

次
第
に
高
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
以
下
の
政
策
提
案
を
お

こ
な
い
た
い
。

　

第
一
に
、
ア
メ
リ
カ
の
ハ
イ
ラ
ン
ク
の
大
学
と
高
度
な

連
携
を
進
め
、
日
本
の
大
学
の
教
育
の
質
を
高
め
、
研
究

活
動
や
産
業
界
と
連
携
を
強
め
、
日
本
が
ア
ジ
ア
人
材
の

還
流
の
受
け
皿
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。

第
二
に
、
外
国
人
二
世
や
三
世
が
、
日
本
国
内
で
、
経
済

的
に
も
社
会
的
に
も
成
功
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
外

国
人
の
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
教
育
支
援
を
抜
本
的
に
強

化
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
出
入
国
管
理
政
策
だ
け
で
な
く
、
語
学
講
習

や
職
業
訓
練
な
ど
を
軸
と
す
る
統
合
政
策
を
確
立
し
、
包

括
的
な
外
国
人
政
策
へ
と
改
革
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

第
四
は
、
外
国
人
人
材
に
対
す
る
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
改
め
、
日
本
企
業
に
引
き
留
め
、
そ
の
能
力
を
発
揮
で

き
る
よ
う
、
日
本
企
業
の
人
事
シ
ス
テ
ム
を
改
革
す
る
こ

と
で
あ
る
。

　

第
五
は
、
技
術
者
の
処
遇
と
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
機
会
を

改
善
し
つ
つ
、
同
時
に
、
新
興
国
へ
の
人
材
流
出
や
技
術

漏
洩
を
防
止
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

第
五
に
、
労
働
市
場
の
需
給
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
拡
大
し

て
い
る
「
ミ
ド
ル
・
ス
キ
ル
」
に
関
す
る
人
材
形
成
を
強

化
し
、
外
国
人
も
そ
の
対
象
と
し
、
そ
の
在
留
資
格
を
整

備
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

第
六
は
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
で
、
管
理
職
や
専
門

職
に
加
え
専
門
職
に
つ
い
て
も
、
日
本
で
取
得
し
た
資
格

で
域
内
移
動
を
可
能
と
し
、「
循
環
移
民
（circular 

m
igration

）」
を
実
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
人
の
移
動
に
関
す
る
戦
略
を
実
施
に
移

す
こ
と
は
、
制
度
的
な
経
済
統
合
を
効
果
あ
る
も
の
と
し
、

わ
が
国
が
ア
ジ
ア
の
新
興
国
経
済
と
と
も
に
成
長
で
き
る
よ

う
に
し
、
デ
フ
レ
か
ら
脱
却
す
る
う
え
で
、
不
可
欠
で
あ
る
。
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